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家庭の親に対する性教育の指導法 (II)

第 2章 2-5オ （幼児）の賄芽期性教育

内容の軸

6. 自立排尿と夜尿、 7、男女の性器の相違に注目

8. 出生に対する疑問と質問、 9、性に関連した「ご

っこ」遊ぴ、 10、性用語

この幼児期こそ性的な関しを持ち初める、つまり 1iii

芽の時期で、屹い土をけ破って荒波の社会を見初める

時です。軟かい脳細胞は、見るもの聞くものすべてが

珍し〈特に身近かな性の問題について疑問が次々に質

問とな ってとぴ出して、それが知識欲とな ってくるも

のです。そこで話の順序として「内容の軸」を一つず

つ申しあげて まいりま しょう 。

6. 自立排尿と夜尿

排便に対するしつけは、 1年半から 2年の間に成功

する率が多いが、排尿は意外に早く、まだー誕生を迎

えない前から躾けたいとあせる方もおられますが、た

とえー たん成功したかにみえても、親の排尿強制によ

って子供にストレスが与えられて、逆戻り現象が 1年

半か 2年の間に起こって手をやくことがあります。ま

た、排尿自立に対して親が余り厳しすぎると、子供は

排尿に反抗的にさえな って、おまるに股がしている間

はしな〈て、はずした途端にもらすことも多いことが

あります。子供が排尿に対して不安な念をいだいたり、

反抗的にな ったりすることは、自律神経のうちの交感

神経が異常に緊張し ます。その結果膀眺の括約筋がゆ

るんで昼間でも無意識のうちにちぴることがしばしば

あるものです。また、昼間の精神不安が夜尿という現

象としてもみられるものです。要するに自立排尿を自

然にまかせず、強制的に躾けようとすることが、粕神

的不安を起こして親と 子との情緒而の混乱をき たし夜

尿症の原因ともなります。以上のような雅点に たって

「おしめ」をはずす時期を考えてあげる必要がありま

す。また、 一方において自立排尿に無関心な親のため

北海道 栄養短期大学教授(°(/児学担当）

医学博士 田 坂 重冗

に、 1年10か月以後にな っても「おしめ」がはずれな

い子供のなかに夜尿症の原因とな っている例もありま

す。

7. 男女児の性器の相違に注目

2歳半から 3歳〈らいになりますと、男便所と女便

所の区別が判ると共に、男児は立 っておし っこをする

し、女児はしゃがんでおし っこをする 。この辺から相

手の性器のちがいが判り初めると共に典味を持ち初め

るものです。時にはおてんばな女児は、男の便所で立

っておし っこをしようとして衣服の一部をそそうする

こともあります。 3-4歳 ころ になりますと、自分の

性器に興味を持ち初めて、性器を遊ぴのなかでいじ っ

ていることがありましょう 。そんなときは、余り目尻

をつりあげて叱るような言葉で「そんな所いじるもの

じゃありません、お父さんに言いつけますよ」なんて

言わないで、やさしい表情で 「あら、 そこかゆいの

？そこはねおし っこの出る大事な所ですよ 。きれいに

しておしまいしておきまし ょう」と性器の大切な意義

をよ〈教えておくことが必要です。

最近、病院の外米を訪れた 2歳の女児で、ときどき

体をうつぷせにして、体をのばし下腹部を衣服につよ

くこす って韻を赤〈して力んでいる姿を見かけるとい

うことです。この子供は、乳児のころから滲出性体質

のためにア ンモニア湿疹で悩まされ、軟料やてん華粉

をくり返しつけて一応は治癒していたそうです。この

異様な体位で下腹部をこするようにな ってすでに 4、

5カ月はたつがなかなか治りそうにないとのことでし

た。この子供さんはお友達がいないために起こ った一

種の自慰行動なのです。診察すると普通の 2オ女児よ

り陰核が少し長ぃ感じをうけた以外に異常は見当りま

せんでした。

なお、この子供の母親から聞き出し得た関連原因の

一つに、 この子が一人遊ぴができるようにな って、大

部手がかからな〈な ったというので、 ミシ ンのアルパ
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イトの仕事におわれるようになって、昼寝も夜哀も一人

で寝せられ、何か淋しさに耐えられない気分が自慰行為

を頻発に行なうようにな っていったのではないかとも

考えられる次第です。以上の ような例からして、乳児

時代からも性器を大切にあつかってやると共に、子供

の 日常の行動に対しよ〈観察し、異常を早期に発見す

ると共に、常にやさしいまなざしで一諸に遊んでやる

時問も欲しいものです。

8. 出生に対する疑問と質問

このことは、幼児期の性教有の第 1ページに必ずと

いってよいほど書かれていることで、もうすでに解り

つ〈されていることです。知識としては十分持ってい

ても、さて我が子に質問された場合に、素直に解り易

〈答えられる方が何人おられましょうか、たいへん勇気

のいること なんです。質問内容は男児と女児とでちが

うし、また、幼児期でも年令のい〈についても違 って

います。 しがし、疑問の内容のほとんどは「ぽ〈はど

こからきたのだろう」 「赤ちゃんてどこにいるんだろ

う」 「どうして生まれるんだろう」 「お母さんのおな

かはどうしてこんなに大きいんだろう」 「母さんのお

なかでどうして赤ちゃん大き〈なるのだろう」といろ

いろあります。そこで以上の疑問のなかで、母親に11
問をして〈る 子供は幼児期としての常識の範囲におい

てでありますから、答も余り専門的ではなく 、さりげ

なく、また、やさしい言築で行うのが良いでし ょう 。

一例 をあげますと「女は大き 〈なって大人になると、

おなかで赤ちゃんを付てることができるのよ」 「赤ち

ゃんが大き〈な ってお腹のお室が一杯になると、お腹

の下に道がついてそこから赤ちゃんが生まれてくるの

よ」これ以上は説明する必要はありません。それ以上

の質問に対しては「あなたが大き 〈なって 、中学や高

校にい〈ようにな ってからお母さんも っとお話しをし

てあげますよ」と言 っておいて〈ださい。

9. 性に関連した 「ごっこ」遊ぴ

幼児期でも 4~5歳〈らいのもの同志の遊ぴのなか

に「お医者さんご っこ」 「お父さん、お母さんご っこ」

「おとなご っこ」 「およめさんご っこ」等々 。すぺて

この「ごっ こ」遊ぴは小船団で行なわれています。そ

ろそろ2歳ころから、家庭内だけのもの以外に自分とや

や同年就の子供に興味をしめします。お母さんが我が

子をつれて公園に遊ぴにいきますと、いつの間にか子

供同志がより染ま って、何やら判らない言薬を交しあ

いながら遊んでいますが、その行動をみていますと、

相手のものに反応し合うような行動ではなく、自分独

特の立場を守っています。 ところが 3歳を過ぎてから

は、相手の行動に迎合し、また反抗するように一つの

染団的な遊ぴ、つまり社会的にある程度適応し初めた

と思われる 言動をするようになります。ここに模倣あ

るいは同一視の行動が現われてきて、性に関する内容

も、見たり聞いたりしたものを無批判に、何の悪気も

な〈「ごっこ遊ぴ」に表現されてまいります。ここにお

いて、家庭内の夫表の行動が重要な惹教を持っている

といわれているゆえんです。そこで 4-5歳くらいの

子供が無邪気なうちに性に関連した「ご っこ」遊ぴを

しているのをみた場合には、そ のことを直ちにとがめ

たり、叱ったりしますと、子供は一層興味を強く持ち

ますので、そんなときには他の而白そうな健全な遊ぴ

とか「これちょ っとみてごらん」と目先や遊ぴの転換

を計ってやるのが良いことです。

10. 性に関連した用語

2歳ごろになると、大体おしめははずれますので、

男女を問わず戸外でも家庭内でも 子供が「おし っこ」

とい ってパンツをぬがしてやって、用が終ると母親は

陰部も肛門もい っしょに「さあおしりをしまいましょ

う」といってバンツをはかせまし ょう。だから 子供は

陰部も肛 門も同じ意味にと ってしまいますので、男児

が陰部を出しているのを女児が見て「あれおしり出し

ている」と笑いながらからかっていますが、まず陰部

については男の子のはオチンポ、女の子の はオチンチ

ンというように分別して教えてお〈のが普通です。ま

た、大人が「エ ソチ」という言葉を使っていますので、

何でもきたないことをエ ッチという 言葉で表現してい

るようです。

実際は霧出症、嗜虐症をふ〈めてエ ッチという言葉

で代表していますので、何でもみだらな言語に対して

無造作に使うのは良くないことです 、折にふれて性器

は大切にすべきこと、不潔にあ つかわない ことを、こ

んな言葉を言った機会に話しておいてあげましょう 。

幼児期の性教村というのは 、そのおりおりの機会をと

らえて、叱らずあせらず教有することが重要なことで

す。私が某幼稚園の母親の染まりの席で、 'l'i問の時間

にある母親から「うちの男の子が呼吸を切らして家に

上りこんできて、ママ今あそこで犬がおしりをつけて

ェッチなことをしていたよ、何をしているの」と聞い

たとのことで「おかあさんは何と答えましたか」と私

が聞きましたところ、 「と っさに答えられませんので、

あらそんなものみるものではありません」とい った途
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端に、お母さん方の間で笑い声が出ましたので、私は

「犬も大人にな ったのであのようにして赤ちゃんを作

っているんてすよ」と話しました 。幼時期の子供は素

直な気持で、自分の疑問 を母親に解決してもらい たい

ために走り こんできたので、母親自身も素直に卒直に

解り易く、平易に答えてあげる勇気が必要です。

米飯給食の運営について

埼玉県北埼玉郡北川辺町

北川辺町学校給食センター所長 俎頁麻f-=fこ ィt玖こ

・はじめに

学校給食は児窟生徒に栄養のハランスのとれた食事

を提供する ことであり、 このことによりすべての児童

生徒の他康増進、体位の柏l上をはかろうとするもので

あるのに、児童生徒がパン食を嫌かりはじめたという

ことは、米食によ ってはぐ〈まれてきた 肉体の拒否反

応の現れではないかと思われる時、米飯給食のもつ重

要性かハ・/キリと認識されたからであり、学童が喜んで

食ぺる給紅であ って日本人として教ff的であり、また

地域的に米作地幣である現状から町民衆議して結論を

得 たからてある、以上パン給食を米飯給食に切り換ヘ

た根本のものがある 。

• おらか・1BJとは

天明以来81回の堤防決壊の歴史を有する水害北川辺

とムえば余りにも水山の町として有名である 。関束平

野のほ：よ中央部に位附し埼土県の最北端にあり、 i11f.抜

21 mの不正な 台形状をなし、束は渡良瀬川を境として

茨城県古河市、 西は合の II[を撓として群馬県、栃木県

と、南は利根川を境と して北埼玉郡大利根町に接 し、

周囲約20,OOOmの 堤防にかこまれ 、四県下の鶏の な

き声 に朝 を知るという所、またたぴたぴの水害 により

農地は肥沃て用排水が完備され、埼玉の穀倉という名

にふさわしい所であり 、また交通の便も良く東武日光

線の新古河、柳生と二 つの駅を持つ小 さな町 として珍

らしい町である 。

・米飯に麦の混用を

我が子の翌かな成長を頗わない 親は一人もいない現

実の上に未来を託すに足る基盤を築く学校給食となる

と、さらに深い研究と心づかいが必要とな って〈る 。

麦についてのイメージには人それぞれの生活を通じて、

いろいろと異な ったものをも っていると思う 。かつて

都市部に媒ま った人々が、不健康になると出舎にかえ

って裸足で朝媒をふみ、麦飯を食べて健康を取 り戻し

再び都市に復帰するという、麦飯がいかに健康の向上

に大きな役割を果してきたか、今さら述べる必要もな

い。北川辺町の学校給食も、麦は経済食と健康向上の

ためにも、その一割以上を混用 して健康増進に役立た

している 。

・給食センターの施設

I. 設置場所

埼玉県北埼玉郡北川辺村大字麦倉3705<中学校敷地内）

選定理由 村の中心地 と学校配置の 中心であるこ と。

管理上、又運営上最も便利であること （役沿より約200M)

建設工事起工年月日 昭和44年 3月20日

竣工 ” 昭和44年 7月28日

給食開始東、西小学校昭和44年 7月10日

中 学 校 昭和44年 9月 1日

2. 施設

(1} 建 物鉄骨造平家建長尺カラー鉄板 廿

敷地面積 500. 000 m 2 (約151坪）
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建物面積 292. 500 m 2 (88坪 4合 8勺）

内訳調理 室 154. 85m2(約46坪）

事務 室 18. 73 m 2 

休けい 室 33. 33m2 

＾ 居

庫 10.80m2 

検 収 室 7. 80 m 2 

米麦乾物庫 9. 60 m 2 

洗泌室 56. 84 m 2 

コンテナー発送室 18. 58m2 

冷凍冷蔵庫 4. 50m2 

車 庫 15.00m' 

ガスポンペ室 3. OOm 2 

そ の 他 10.80m' 

(2)運搬車 1 ムロ 740,000円

・運営について

自然の包容する伝統と歴史、それをはなれた教育は

ないと思う 。一滴の水、一粒の米に こもる天地の恵み

が人の心の 中から消滅したら次にな〈なるものは何だ

ろう、そう考へるとき、私はりつぜんとする 。世の父

兄が教有に期待するところのものは、親と 子の心のき

ずなが何ものにもたちきれない、そうした強い世界を

創りあげるところにあるのではないでし ょうかと 9よ前

町長の ことば。この言葉のとおり給食センターにおい

ても 町長を始め議会恨IJ4名、教育委員会 5名、学校長

3名、 PTA会長 3名、校医 1名と、事務局としてセ

ンター所長を置き給食運営委員会が組織され、その下

に給食主任会（栄養士を含む）等あり、学校等の意見

を尊重してセンター ・学校との連絡、すぺての点にお

いて連絡が密にされている 。

職員及ぴ従薬員

職別 男 女 備 考

所長 1 教育委員会所属 1般地方公務員

栄養士 1 " 
運転者 1 " 

調理員 8 " 
ノぐート 2 ノぐート・ 午前中のみ

計 2 11 13 

給食費

小学校 （月額） I, 300円（他に村補助100円）

中学校 (,,) I, 600円 (S.48.1月より）

職員（先生） (,,) I, 700円

給食 日数 週 5回 年間約198食

給食基準量

学年 別
主 食

米 I 麦 I強化米 牛 乳

小学校 90 g 10 g 0. 5 g 200cc 

中学校 110 g 15 g 0. 6 g 200cc 

（強化米はポリライス 武田薬品）

給食対象学校及び学級数人員・距離

学校名 学 級数 給食数 輸送距離

束小学校 12 351 3, OOOm 

西小学校 14 514 1,500 m 

中 学 校 12 518 200m 

計 38 1,383 

（他給食センター職員 13名）

・献立について

献立に関する一切の百任は栄養寸・にあるが常々栄養

は高〈、代用は安〈、新鮮であるものを選ばなければ

ならない 。 ( 3 月分献．立表参 Ill~) 給食 1相等前述のよう

であるが使用別は下表のと おりである 。

白麦牛乳計副食'ff
90 g O. 5 g IO g 200c c 
14. 40111 I. 40111 0. 74PI 14. 24 30. 761'1 46. 22111 

15 g 200cc 
1. 111'1 14. 24Pli 34. 631'1 58. 37PI 

ところで、よそ の市町村に比べ多少高い ようであるが、

一つには バン給食には国庫補助 が出るが、米飯給食に

はそれがない、もう 一つの原因は栄養に富んでおいし

い給食をやっているというところにもある 。

もう 一つ私たち職

員が希望して いる

ことは、 学校11!1]に

調 味噌汁〈らい暖め

理

場
られる施設がほし

の いことである 。

部
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配送されたコンテナー（西小学校で）

・時間的に見た 給食

まず米飯給食は人件竹が、その他で費用が商〈なる

とー ロに申しますが、北川辺町の米飯給食は盛付けで

ある 。主食と副食と 二つの弁当箱からなる、お弁当箱

～食缶～コンテナ ーに入り運搬車により各学校に配送

される 。学校に述ばれたコンテナーは、食缶別に別 ク

ラスに運ばれ、各自生徒はお弁当箱を持って自分の席

に持ちかえるという簡単な仕組みで、学校での盛付け

等の手間は一切かからない。

学校における給食指導の時間、話し合い等十分でき

ると先生方はいう 。生徒に全く負担な〈約20分くらい

の余裕時間がでて本当に助かりますと お礼の言葉がく

る。なおこの時間の運用をさらに一歩進めたいと願っ

ております。

児童•生徒のたのしみを運ぷ配送車

• おわりに

私はどこまでも米飯給食が良いというのではない、

パン給食にはバン食なりの良さがある、ともかく米は

日本の一番重要な主食である、根強い民族性、嗜好と

食習t1'I、一定面栢による最大収獲、水産食品（魚等）

と米飯との味の調和、経済等が相渠り日本の主食を形

成している、これらの点からも決して学校給食に米飯

を使用しては悪いという点はみつからない 。ただ一つ

申しあげたいことは、国 ・県は何のために米飯給食に

パン 同様補助を出さないのか不思議で仕方がない。私

は最後に米こそ誇るぺき日本人の俊秀な主食であるこ

とをお忘れにならぬよう望んでやみません。

小学校の給食風景

片々草

■ 米国の評論家 ノーマン ・ガズン氏の日本批

評の一節を紹介したい。

“たしかに日本はすばらしい物質文明をも って

いる 。 しかし、自分は、この文明の底に何があ

るかということを、文明の上澄みを払って払っ

て、その一番底にあるものを探がしてみたが、

何もない。恐ろしいことに日本人は、戦後20数

年間、 物質を追求する代mとして、彼等の梢神

・魂をすべて売り払ってしま った。

日本人という民族は、あの海の中にいる軟体動

物なまこのように背柱がない、パ ックポーンが

ない。ずう体だけ大きい臆病な巨人である 。

■ お米が余るという ことで、補償金まで出して

生産制限をしたかと思うと、アメリカやカナダ

の牒産物輸出制限で大あわて、余剰米の処理の

一策として学校給食に米飯とかねがね思ってい

たが、本号にこ＇寄稿いただいた 北川辺町学校給

食センターの運営は、まさに天下の耳目をひ〈

事実であろう 。

(S) 
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昭和 47年度
3月分予定献立表

~ヽ~~一~~~~ 北川辺町学校給食センター

材 料 名 栄投摂取 ・：;:: 

日／曜 献 JL ． 名
然や力になるもの 血や肉になるもの 体の調子を整えるもの 澗味料、惟化剤 カロリー たんば く

ごはん、牛乳、炒り 豆腐 米、麦、油、双 牛乳、豆腐、糾 人参、玉葱、グリンビース 正 油、い の一番
718 27. 8 

1 /木 プリン 、おひたし、ビー 目 肉、糾卵、 ピー こんにゃ〈、 キャペツ、
865 34. 2 

ナツみそ ナツみそ ほうれん卒、いんげん、プリン

ごはん、牛乳、焼そば、ケ 米、麦、そば、 牛乳、鶏肉、 玉葱、人参、キ ャペツ、グリ ソース 、塩
836 30.1 

2 /金 ーキ、プリフライ、 漬物 油 プリ ンビース 、パナナ、肝油
1.038 36. 0 

果物、 肝油ドロ ソープ ドロ ・I プ、国府漬

こはん、牛乳、チキンカレ 米、麦、馬鈴しょ 牛乳、 ．鶏肉、脱 人参、玉葱、グリンビー 塩、ソース
761 27. 8 . 

5 /月 ー、果物、福神m、ドロ ップ カレールウ、 脂粉乳、ソーセ ス、みかん、福神m 胡し ょう
976 35. 2 

ウインナーソーセージ 油 ーン•. 

ごはん、牛乳、トンカッ、 米、麦、小麦粉 牛乳、豚肉、脱脂 キャペッ 、き うり、人参、 塩、胡しょう
865 30. 1 

6 I火 野菜サラダ、竹輪のゴマ バン粉、油三温 粉乳、ハム、白こま マヨネーズ、 ピタゲン D
I. 046 38. 7 

まぶし、 肝油ドロ ソプ 鶏卵、焼竹輪、 肝油ドロ ソプ

わかめごはん、味そ出楽 米、里芋、双目 牛乳、白味噌、 こんに ゃく、 いんげん、 正油
780 26. 7 

7 I水 チーズ、うずら豆の甘煮 油 鶏肉、うずら豆 人参、バリ ソコ
996 32. 7 

憤物、果物 チーズ

ごはん、牛乳、笹かまぽ 米、麦、小麦粉 牛乳、笹かまぽ キャペツ、きうり、人参 ピタゲン D、酢
765 31. 8 

8 /木 こフライ 、チキンサラダ 脱脂粉乳、 バン こ、糾肉、し ら ホールコーン 塩、正油、ソー
971 41. 7 

佃登、肝油ドロ ソプ 粉、油 す佃煮 肝油ドロ・I プ ス、いの一番

ごはん、牛乳、すき焼風 米、麦、馬鈴しょ 牛乳、タイカス 白滝、玉葱、人参 正油、いの一番
736 33.1 

9 I金 煮、果物、焼き魚、沢庵 双目、油 豚肉、焼豆腐、 沢庵、みかん
940 42. 2 

なると巻 ． 

こはん、牛乳、角オムレッ 米、麦、春雨 牛乳、オムレッ ほうれん草、人参、みか 酢、塩、胡し ょ
778 25. 5 

12 /月 果物、春雨サラダ、さつま 油、双目 ハム、さつま楊 ん、肝油ドロ ・I プ う、いの一番
985 32. 9 

楊の煮付け、肝油ドロ・1 プ げ 正油

ごはん、牛乳、糸こんぷ 米、麦、油 牛乳、油揚げ、 切干大根、糸昆布、人参 正油、塩
662 26. 4 

13 /火 炊め煮、郎席漬、ハムソ 二ー1・血II 鶏肉、ハム、 白滝、キャペツ、きうり いの一番
845 34.6 

テ ィ、チーズ チーズ 根生姜

ピースごはん、 鯨肉の甘 米、澱粉、油 牛乳、鯨肉、 ビース 、キ ャペツ、人参 塩、正油
894 32_. 4 

14 /水 露煮、ボテトサラダ、潰 双目、馬鈴若 9 ムヽ きうり いの一番
1. 130 40 9 

物、果物、肝油ドロ ップ

ごはん、牛乳、スバゲテ ィ 米、麦、スバデ 牛乳、親肉、生い 人参、玉葱、グリンビース ソース、 胡 しょ
770 27. 8 

15 /木 ーのケチャソプ和え、 ビー ティ、油 か、ハム、卵白、 キャペツ、ほうれん卒 う、塩、酢
847 34.8 

ナツみそ、 肝油 ドロ ・／ プ ビーナツみ そ 肝油ドロ 9 プ

こはん、牛乳、給肉のか 米、麦、澱粉 牛乳、鶏肉、竹 根生姜、白菜、人参、 正油
821 32. 8 

16 /金 ら揚げ、みそ炒め卵、ゴ 油、 三温 輪、白ゴマ、 さやいんげん
I, 033 42. 3 

マ和え、果物 鶏卵 みかん

ごはん、牛乳、ホワイト 米、麦、馬鈴しょ 牛乳、鶏肉、ハム 人参、玉葱、グリンピー いの一番、塩
786 31. 9 

19 /月 ンチュー、ハンパーグカ ホワイ トルウー 脱脂粉乳、ハン ス、ホー ルコーン、プリと、 1.006 39. 5 
ツ、 漬物、プリ ン 油 パーグ、カッ Iぐ1)ック

こはん、牛乳、ウインナーのパ 米、麦、 三温、 牛乳、ソーセー 玉葱、人参、ほうれん草、 ソース、ケチャ
810 28.3 

20 I火 ーペキューソース和え、マカロ 油、澱粉、マカ ジ、ハム キャペッ 、マヨネーズ、 ップ、塩、胡し
1.039 36. 9 

ニサラダ、うずらの卵、ドロ ソフ ロニ うずら卵 肝油ドロ ・I プ よ？

こはん、牛乳、ハムフラ 4未、麦、小麦粉 牛乳、ハム、脱 ひじき、人参、キャペッ ピタゲン D、塩
767 28. 1 

22 /木 ひじきの炒め老、.J!/]席漬 バン 粉、油、 三溢 脂粉乳、油楊げ ほうれんな、生姜桜、 正油、いの一番
929 35. 5 

果物 鶏肉 みかん

混ぜこ‘はん、ぎょうざフ 米、双目
牛乳、約肉、油 ごぽう、人参、グリンビー 正油、いの一番

963 31. 7 
23 /金 ライ、佃煮、大豆の甘叱（ 揚げ、ぎ ょうざ ス、 fill教、パナナ ソース

1, 177 41. 7 
果物 大豆

794 29.5 
備 名 材料等入荷の都合により変更することもあります。こ承承下さい。 16 回 平均 988 37. 5 

だいず （大豆） 原産は中国といわれ、我が国にも古〈から伝えられておりも事記にも麻米（まめ）と記されている「．、ノルマ

メ」が原種と名へられている 。みそまめ、おおまめまた単にまめとも呼ばれる 。 また水IHのあぜを利用する

ところから、あぜまめとも呼ばれる 。非常にたんば〈にすぐれ「畑の肉」とも呼ばれるご利用下さい 。
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水 沢 の 健 康 教 育

山形県西村山郡西川町立水沢小学校長

高 橋 庄 司

I. 地域と学校の概要 II. これまでの歩み

• 本校は山形県のほぼ中央山形市と鶴岡市を結ぶニ

級国道 112号線沿いにある 。最近春夏スキーで売り

出した月山山麓に当り、源を 朝日連峰に発する寒河

江川のほとりにある 。夏は美しい縁の山河に囲まれ、

自然環境にはこの上な〈恵まれているが、 冬季の

栢雪は通常 2mにもおよぴ、自然の猛威にさらされ

る。国道 112号線をさらに進めば山峡にい〈つかの

へき地校があり、本校はいわばへき 地の玄関に当 っ

ている 。学区内の戸数は約 200戸で減少する傾向は

ないが、 一時は 200名を超えた児童数が現在 100を

わるようにな った。

人口と職業別戸数
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昭和47年度81名の児

の児童は、 1. 2年の複

式、 3年以上の単式、

2.6年の特殊学級に編

成されており 、教職員

8名、用務貝 1名調理

士1名計10名が本校の

陣容である 。

昭和4]年度児童数

杵辿学級 特殊学級 介

学年 男女 計 男 女 at at 

り籾2 6 8 8 

2式 2 5 7 1 1 2 ， 
3 10 6 16 16 

4 7 13 20 20 

5 7 5 12 12 

6 7 6 13 2 1 3 16 

計 35 41 76 3 2 5 81 

1. 本校はこれまで億康教育に関して数々の実績をあ

げている。

まず昭和36、37年の 2か年に亘っ て軽量鉄骨校舎

を新築してか ら教育内容の充実に目を向け、昭和39

年の県指定国語教育研究をはじめ保健教育保健研究

にとり組んできた。とくに昭和42年に給食調理室を

新築してからは学校給食の充実をはじめ、地域家庭

の食生活改善を図り、児童の体位体力の向上に貢献

してきた。ここ数年地域 ぐるみ学校 ぐるみ健康教育

を推進してきた結果その実績がしだいにあがり、 毎

年のように各種の表彰を受けて本年全国特選の栄菅

を得ることができた。

こ・れらの歩みを略記すればおよそ次の とおりである 。

昭43 PT A全国及び県表彰

44 健俊校県準一位

45 健俊校県一位

46 健優校県一位

健俊校全国特選 県交通安全i憂良校

PTA会長全国表彰

2. 昭和46年度までの研究

• 昭和43年は①読解指森を中心とした国語教育②精

操教育と体力づ〈り③道徳指＃の改善Q汁呆健教村の

充実が経営目標であり、

• 昭和44年は①理科学習を中心とした学力づ〈り②

情操教育の深化③保健指＃と体力づ〈り

• 昭和45年は①理科学習を中心とした学力づ〈り②
道徳指材の改善③牒健教有の強化を目標に掲げて具

体的実践を梢み重ねてきたが、いずれの年も目標が

多元的羅列的であるためか統一的であるぺき教H目

標が不明確となり、それぞれの教育活動も個々ば ら

ばらであ ったことは否めない 。

• 昭和46年には以上の反省にもとづき心身共につよ

47 
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〈たくましい子どもづくりをめざして「健康教育を柱

にした全人教育」を教育経営の 目標とした。目標達

成のため、

①健康安全の習慣形成と体力づくりをめざした健康

教育

②豊かな心情を育てた〈ましい心をつくる情操教育

③ lj造的な思考を伸ばす教科教育を三大支柱として

具体化実践化していくことにした 。この年にな って

漸く教育 目標を体系的構造的にとらえることができ

た。この年までは指導の目標や形態も 一斉指＃的で

あり個々の児童に定着するまでに至らなか った。

m. 昭和47年度の研究内容

前述のとおりこれまでの教育 目標が多元的羅列的で

あり、しかも 一斉指導的立場であ った。今年度は統

ー的な目標を立てたほか、個別指導的立場をとること

とにした。

1. 経営目標

①ひとりひとりが生きがいを感じて意欲的に実践し

てい〈ようにする 。

②全校一心、親和協調を中核とし明る 〈楽しい学園

づくりをする 。

③健康教育 を基盤にした全人教育を確立し ていく 。

2. 教育目標

つよく、かしこく、たくましい子ども

3. 本年度の重点

“ひとりひとりの子どもに望 ましい生活習慣を身

につけさせる”指導

①ひとりひとりの子どもに進んで学習する態度と能

力を身につけさせる 。

③健康安全の生活習慣を身につけさせると同時に進

んで実践する態度をつくる 。

③自己の役割をよく自覚して費任を果すとともに協

力して仕事をする意欲を伸ばす。

4. 特徴的な活動

①自 ら鍛える体力と健康づ くり

0健康スタイル

登下校は自由服、学校内ではつぎのように着替え

る。

5月-I.0月 白トレ シャツ 、トレパン

盛夏時 半そで、ショートパンツ

11月-4月 長そで、長トレ

厳寒時 カーデガ ン、 上衣

0正課体育

体育運動のセ ッ ト化をするなど系統立った学習を

展開してい く。

体力づ 〈り カー ド（身長体重胸囲走跳投懸垂転回

の〈もの巣型）に記録しながら 調和のとれた体力

づ〈り をする 。

0業間運動

15分の業間に夏季は持久走、縄とぴ、ポニル、冬

季は主 として織とぴ運動を全校活動としてとりい

れている 。

持久走••…•東京までをめざして高学年は農道1000

m低学年はグランド 5周(700m)を駈

けている 。

縄とぴ•….. 1人 1本のとぴ縄を用意し時間とぴ競

争や時間内の回数とぴ競争（全校掲示

板に個人毎成績表示） を奨励している 。

ポール…… 1人1個のポールを備えつけ、的あてや

サッカーをはじめ多様な球技を課して

いる 。

-六--← _,_.,'....,... -—:·· - ~­., '•·.'·'-.. 和'・a. . ..•. .,., . . ・.-.• •. ベ... . . . 
o---- - --

＇`一 ( .
- 1. . -- . --

I 

0剣道クラプ

4年以上のクラ プ活動として課しているほか課外

活動として 3年以上の男女児希望者を対象に週 2

回実施している 。地元剣友会が少年剣道教室育成
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に積極的であり各種大会に参加してすぐれた成績

をあげている 。

0課外運動

体育の生活化が目立ち帰宅してからも、マラソン

遊ぴや竹馬のり、なわとぴ競争をしている子ども

が多くな ってい る。
ヽ

0保健学習と保健指森

5、 6年の保健学習は「保健学習の手ぴき」にも

とづき年間11時間の授業研究をしているが自作資

料の準備活用に力をいれている 。知的理解を主と

した保健学習と共に低学年より保健指導に取 り組

み「なすことによ って学ぶ」特別活動にも力をい

れている 。その他安全指祁給食指森、図書利用の

指森等学級指淋に努力 していることはもちろんで

ある 。

0健康観察板と 健康生活反省表

自分の身体状況はこども自ら知り、自分の健康は

自分で管理する考え方で教室に設けてある 雑康観

察板に表示して教師の健康観察に役立てている 。

望ましい健康生活の習慣を身につけさ せる一方法

として12項目よりなる健康生活反省表についてこ

どもと親が評価記録し学校と家庭の両面から習慣

化をはか っている 。

0はみがきポ ックス

校内に低、中、高学年毎に個人毎の歯プラシと コ

ップを衛生的に保管できるポ ックスを 用意してい

る。給食のあと 歯みがきをやらせ食後のはみ がき

へと習慣化をね らっている 。

②美しい心とた〈ましい根性づ〈り

〇う るお いのある校舎

廊下に絵や花をかざ ったり掲示物の工夫をして い

るほか金魚東天紅にわと りうさぎなどの飼育世話

を受け持たせたり、動物は 〈製パノラ マを展示し

て理科学習に役立てるとともに豊かな心づくりを

意図している 。

0豊かな人間性を育てるために

1、 2年の児童は朝顔、 3年以上は大輪の菊と、

一人一鉢栽培をして美しい心をつくると共に長期

にわたる管理と観察によってた〈ましい心を育て

ることをめざす。土つくりと肥培管理を考慮して

前年度から計画的に準備する 。全校合唱合奏を通

じて美しい音楽にひたると同時に全校一心という

和の尊さを体得させる 。読書指導を通して読書の

楽しさを感じさせるとともに知性の高い人間性を

めざす。

0なごやかな学級づくり

一人一人の子ど もを大切にすこやかに育てること

を合言葉に、一人一役一仕事や係り活動を重視し

てこ ども ひとりひとりの存在価値を高 〈評価して

いる 。

③生産的な学力づくり

詰込み教育を廃し、子ども自ら学ぴとる主体的創

造学習をとりあげて「ー を聞いて十を知り、 ー を

知って十 をつくる」生産的な思考力を伸ばす学力

づくりをめざしている 。また多読運動をとりあげ、

年間一人最低 1ガペー ジ読破を目標に学期毎に多

読賞を与えて賞賛しているほか読書感想文を発表

し合うな ど、 読む・書く ・話すの一体化をはかり

発表力表現力の育成に力をいれている 。
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健康教育 こそ生きる道

I. 教育の現場活動の盲点を見つめて

1. 億康教育には学校差が大きい

健康長寿ということは、人間の最終の願いであり、

心身ともに健康な人づ〈りは教育の目標に連なり、か

つ学力向上の条件整備の一つ として欠〈ことのできな

いものであると、誰もが口にするところである 。 しか

し現実の姿は、教育の中でこれ程学校差、学級差の大

きいものはないであろう 。人はこれを学校長の関心と

熱意の問題といい、あるいは学級担任の関心の有無に

よるという、果してそうなのか、成績に直接関係の少

ないものは避けて通ることが処世上の得策と考えるの

か、労多〈して効果のあらわれることの少ないものに

は力を注がない方が賢明と解釈される現代の風潮なの

か、人の命の蒻厳が叫ばれる時、教育爆発時代といわ

れるこの時、健康教育、否教育の原点にかえ って子ど

もたちのために今何を為すべきかを、深〈考えねばな

らないのではないでしょうか。

2. 世相人情をどう受けとめるか

子どもの出生の時の母親の顔いは五体満足な子ども

であり、無事に生まれてほしいことであり、すこやか

に育ってほしいということ であ った。小学校入学とと

もに成績に沼きかえられ、進学入試が近づくにつれて

一屑ひど〈なる 。 そのこと自体は悪い•ことでないが、

成績のことばかり考えると友だちと競争ということに

なり絶えず他人を意識し、より勝ろうということが中

心にな って、とげとげしい心の争いが生じてくる、と

りわけ入試が近づ〈につれて、子どもの生活は宿題、

じゅ〈、家庭教師と親の立てたスケジュールが一分の

透き間もな・〈子どもを勉強に追いやり、睡眠時間まで

制限される状態とな っている、これが親心とはいいき

れなくとも机に向 っている時間の賛が親の安心感に連

なっているようだ。 しかし勉強に心血を注いで入学し

奈良市立烏見小学校長

北 喜八 郎

最高の教育を受けているはずの大学生が殺人、暴力沙

汰を繰り返している現実を見ると、すばらしい知識の

獲得はそのまま人間の幸福に連なるとは 言いきれない

ものをも っていると考えられる 。

II. 原点に返って健康教育を考える

人間の幸福とは何か、人それぞれ異なる意見がある

のであろうが、誰もがもつ共通に話しあえる顔いは、

「自他の命を葬重しあう」ということでないでし ょう

か、このことは出生の時の母親の素朴な顧いそのもの

であり、この自他の命の尊重こそ学校保健の原点でな

いだろうか。 「良い成績をとってほしい」 「よい学校

に進学してほ しい」という両親の願いと、学力の向上

をはかりそれぞれの能力を開発して人々の幸福に貢献

する人間にしたいという国の願いを達成しようとする

なら、子どもたちの心身の状態を最良のものとし、子

どもたちの活動を最良のものとし 、子ど もたちの環境

を最良のものとしてやる努力がなされなければならな

い、 このために教育条件を整備することが要求される 、

これが学校保健の果さねばならない役割であり、保健

活動と呼ばれるものの原点でありましょう 。

m. 億康教育を進める上の三つの柱

I. 心を結ぶ組織活動

子どもの幸福を願わない親はない、しかしその為の

障害が何であるのか、どうすればよいのか、大ていの

親は知っている、然しどんなに良いことを考えていて

もそれでは力にならない、誰もが持つ「子どもを健康

に」という心を何等かの方法で結ぴあわせ、すぺての

親たちが子どものために為さねばならないことを話し

あうことが必要である、学校保健委員会という組織活

動の原点はここにある 。

子どもたちにとっても、 自らの生活改造のため、建
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康安全のための活動を学級の中であるいは学校全体と

してやっている 。しかしこの活動が弱いために学級差、

学校差が生じてくる 。なぜ弱いのか、学校というとこ

ろは二つの面の生活がある 。一つは学力の向上をめざ

す学習という生活、他は社会生活としての集団生活、

ところが知識の修得のための勉強はあ っても、子ども

自身の生活がどれだけ子ども自身に与えられているだ

ろうか、子どもの生活時間を分析すればよくわかる 。

子どもに生活を与えずして生活の向上を期待する方

が無理である、生活の創造を期待するなら生活の場と

機会を与え、そこ に生じた問題について自ら悩み、苦

しみ、考え、困難に耐え解決のために、ひとりひとり

の知恵を集めて心を結ぴあわせてこそ生活の創造が行

なわれるも のである 。建康教育は生活の創造の教育と

いわれるのもこ のゆえである 。児童保健委員会といい

学級活動という集団思考こそ、問題解決のため活動で

あり組織活動の原点でありましょう 。

2. よりよい条件をつくる保億管理

子どもの幸福の基底にあるものは心とか らだであり、

人間の心の底にひそんでいるもの は愛の渇仰である 。

子どもに 多いといわれる神経症、うつ病、学校ぎらい、

先生ぎ らいなどは、暖かい人間どうしの心のふれあい

から遠ざかり、生存競争のうずの 中で他人を意識 し、

不安と緊張をよぎな くしている世相の反映ではないで

しょうか、抵抗力の乏しい子どもたちにと って心のひ

ずみは心の発達をさまたげ身体の発育 をお〈 らせ学力

の向上に支障を及ぼすことになることを忘れてはなら

ない。

本来人間はどんな環境にも順応して意欲的に生きる

力をも っているという、この自ら生きる力を発揮させ

るものは人間関係なのである、子どもと先生、 子ども

と親、 子ども 相互子どもをと りまく心の環境をよりよ

いものにしな〈てはならない 。

物的環境の整備を よいものにすることも当然の こと

であるが、これは単に施設設備を経済的に完備すると

いうことではない。

からだの異常は、健康診断だけにたよるわけにはい

かない、日常の病気欠席、疾病異常に現れる肉体的抵

抗の欠乏など子どもの心身の発達をそ害し ているもの

は何かをよ 〈究明して心身の状態を申しぷんのないも

のにしてやる活動がなされなければならない、これが

保健管理の原点であ る。法規に示されてあるからやる、

上司の指示 だからやるというのと、子どもの幸福のた

めにやるというのでは結果において大きな差が生じる

のは当然であり、 真実の愛情こそこの活動を生かす原

動力である 。

3. 実践を支える億康教育

人間の一生は寿命に長短はあ っても 一年一年のつみ

重ねであり 一 日の生活の流転であることを考えると、

ことを考えると、こ の一 日をどんなにすごすかという

ことが生涯を支配するものである 。

食物にパランスのとれた栄養が必要なように、 一 日

の生活も調和のとれた生活であ ることが重要でありそ

こにどのような習慣態度技能を身につけるか、どんな

知識を身につけるか、その中で基本的なものは何かを

よく見きわめ、実践を通じて身につけさせるとともに、

自分ゃ他人の尊さを尊ぴ、健康安全で明る〈生き 、学

カの向上をはかるためには 、こ うやるのだという 知的

理解が必要にな ってくる 。ここに健康教育の 出発があ

る。

健康教育があ って子どもがあるのでな〈、子どもがあ っ

て生活がありそこに健康教育がなされるものである 。

このような考え方に立っ て健康教育 を進めているが

道遠〈、けわしさを感じる 。

N. 悦ぴと悟りを億康教育に託す

衛生教育から健康教育、そして学校保健と変遷した

この道を 、ともに歩いた35有余年の歳月であ った。健

康こそ財産、健康教育こそ生きる道と 一筋に精進した

歳月でもあ った。その時折のことを考えると、報われ

るも のは、 他の教科の研究のようにはなかった 、それ

は直接子ど もの成績に関係のないことであり、目だた

ない仕事であり効果のおそい、わからないものである 。

ちょうど打しき者、病いをもつもの 、心に憂いある者

疾病に悩む者iよ常に人の陰にあるのに似ている 。 しか

し報われるものを求めようという気はさらさらなか っ

たが、こ れでよいのかと 1賞りを感じたことも一再では

なか った、 それだけに学校保健に尽力される人々 、保

健主事、養護教諭の心中と苦心がよく理解される 。「あ

の養護の先生がいてくれ るから安心して子どもを学校

へやれる」という父兄の声がそのま ま信頼感とな って

養護教諭の活動を 支え 、生きがいとな っているのであ

ろう 。学校保健に直接尽力してい る先生には、こ のよ

うな献身的な方々が多か った。

「心病める者に光明を」 「から だ病めものに回復の

喜ぴを」 「自らの 困難にかちぬいた喜ぴを」子どもた

ちに与え られる仕事は教育活動の中で、この外にそう
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あるであろうか、その子どもたちと共に歩いた40年近

くの教育者としての私の人生に悔はない。それどころ

か、病気回復を子どもと共に喜ぴ、病弱の子どもがよ

り健康にと困難と忍耐を続ける姿に心から激励を送り、

子どもの手を握って「しっかりがんばろうね」と力づ

け、すべての親と共に、心から語りあえることに、自

分ながらの喜ぴを自負心だとあざけられる声を耳にし

つつも、自分ながらの人知れぬ涸足感と仕事への誇り

と、教育者として生きる喜ぴにひたりつつ絶えず弱い

子どもたちを見つめて、健康への道を歩いた人生であ

った。

再ぴ生れかわることがあれば、小学校の教師となり

健康教育を進めたいと考えるとともに、しみじみ思う

ことは、健康教育に羅針盤があるとすれば、それは指

森要領でもなく、法規でもない、子どもの健康をねが

う真実の愛とそのため知性と、その仕事への忍耐と感

謝ではないでしょうか。それとともに、 子ども をた〈

ましく育てるものは、親でも先生でもな〈「子ども自

身の生活」そのものであるということである 。

体験 を通して肝油にひとこと

千葉市立幸町第一小学校長

崩白 月 召＂
ロ
μ
"

次

昭和10年の不況下、検定試験で沢格を得た私は、恩

師の斡旋で当時の東京市へ奉職した 。少年時代わが家

の没落の悲運にあい、次男坊であ ったが何とかして家

運の挽回をしたいと思っていたので、勇躍して東京へ

出た 。

上京して 2年目、正規の学校で勉学して、中等教貝

の査格をとるつもりで受けた入学試験に合格し、中等

教貝養成所へ夜間通学のできる 4月を心待ちにしてい

t-ヽ
0

その 1か月前の 3月始めころ、発熱し発汗が激して

続いて、売薬で治ると思っていたが、むりやりに奨め

られて受けた医師の診断の結果「肋膜炎、即日入院」

の宣告であ った。

目の前がまつ暗にな った。当時肋膜といえば、 肺結

核をか〈すために使われた言葉である 。肺病といえば、

不治の病、死病と嫌われた 。そのころ、肺病患者の家

の前は、昇をつまんで息をもつかずかけ足で通り抜け

た時代である 。肋膜炎といわれれば、人の忌み嫌う肺

病、そして死につながる 。 と思っていたからである 。

医師の診断で、 「ガ事休す」と思った。

それでも治療のかいあって、 4月半ばに退院するこ

とができたが、待望の夜学は止めた 。

見る彩もないはど青たれて痩せ細 ってしまい、早〈

もとの体力を取り戻そうと運動を始めた。今にして思

えば無知の限りであ ったが、当時はそれを最善と考え

ていた 。

その年の夏はものすごく暑〈、しきりに寝汗をかい

た。一晩に 3回 4回と寝まきを替えた 。 9月初め、食

欲が完全に止まりまた発熱した 。今度は早目にと思っ

て病院へ行ったが、再ぴ「両側肋膜炎、即日入院」と

診断された 。

その時「運動会ができなくなる」と哀願して、 「運

動会と命とどち らが大事か」と 、医師に叱りとばされ

たことが深〈印象に残っている 。

入院 3か月、そして、遂に休職の窮地に追い込まれ

た。今とちがって無給の休職である 。やっとの思いで

就職できた教職、誠に幸運なスタートであ った。東京

へ出られる、教員になれるという喜ぴで、他のことを

考える余裕もなか った。出発の朝、市長始め有志や恩

師、親威の人々に、駅頭で「ガオ」の声で励まされ送

られた身が、わずか 2年後に病を得て、職と収入の道

を失い、石護婦に付添われて郷里に帰 ったのである 。

昭和12年ごろであるから、郷里では、肋膜炎はみな

肺結核だと思い、死病に取りつかれたら大変と近寄る

ものもない。そのような 中で、幸いにも母の世話で健

康を取戻すことができた。

私の郷里は銚子で、家は農家であったので、生れな

がらにして新鮮な野菜と 、生きのよい魚を食べて育っ

てきた 。それが上京と同時に自炊をし、外食をして、
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栄養のパランスも考えない食生活が病気を呼んだので

はなかろうか。郷里で静養中、母が聞いてきてこれが

効くというようなものは片端しから験して見た。

肺病に蛇が効〈ということで、まむし、縞蛇を消し

壺で蒸し焼きにして絶やさずに食べた。猿の脳の黒焼

き力咬hくということで、百方手をつ〈して手に入れ、

気持悪い思いをしながら服用した 。松葉酒がいい、に

んに〈力咬h〈、水飴に大根を浸したのが特効薬と、人

のよいというものは何でも食べ飲んだ。

当時、パターは高級食品であ ったが、にらをきざみ

込んだバター飯は三食これを食した 。それに、退院の

際医師から奨められていた、肝油を飲みつづけた。

薬局で、500cc入りの肝油をよく買 った。当時の肝油

は臭いが強く、口元までも って行くとぷんと鼻もちの

ならない嫌な臭いがした 。 ぎらぎらした肝油を盃．に入

れ、頭を上に向け、鼻を指でつまんて口を大きくあけ、

のどの奥の方へ流しこんだものである 。飲んだあとの

口の中のいやな感じ、胸元の気持の悪るさは、 35if',経

った今でも忘れることができない。今のように、肝油

のまずさを感じさせずに、甘くてうまい肝油ドロ ップ

のようなものが、あのころあ ったらと思うことしばし

ばである 。

何か どのように効いたのかわからないが、幸いにし

て、肺病だといわれた体が元どおりになり、静養 8か

月にして、郷里の小学校へ再就職することができたの

である 。

昔は、東京へ慟きに 出て脚気になるものが多か った。

そして脚気の病人は田舎の土を、はだしで朝露と 一 し

よに踏むとよいといわれ、田令へ帰るものが多か った。

私の場合もそれと似ていたように思われる 。

田舎の生活で、ピタミン類が十分摂れていたものが、

東京へ出たため、急に食生活が変わり、そのために病

気を招いたようにも 思われる 。静養のため田舎へ帰 っ

て、環境や食生活が正常に戻ったのと、病気のため栄

養補給が十分にできたため、回復が早か ったよ．うであ

る。わけて、 パターと肝油は、体力回復の最大の力で

あったと、信念的な礼賛を惜しまない。

その後、肝ジストマ、肺炎、胃沿傷と病歴を重ねた

が、この経験が私を支え抜いてきた 。

肝油のことが出たので、もう 一つのことを取りあげ

てみたいと思う 。

最近の子どもは学校給食があり、保護者の食事に対

する関心や理解が深まり、それに、経済事情の向上等

によ って、栄養のパランスがとれ、その上その摂取量

が豊かにな ってきたので、体位の向上はめざましいも

のがある 。中には栄養摂取と運動がア ンパラ ンスのた

め肥満児という異常体位のものもないではないが、 一

般的に見て大へんうれしい傾向である 。

先般本校職員の転任見送りのため、全児童がその通

路の両側に並び、手を振りながら、口々に別れのあい

さつをする間を、転任職員に付添いなが ら通り抜けた。

その時、大きな口をあけてあいさつをするその口元

を見て驚いた。 どの口も、どの口もみんなむし歯だ、

みそ っ歯だ、見られるような歯、きれいな歯をした口

がほとんどなか ったのには本当に驚かされた。

次の日の職員会で、その様子を話した 。そして、せ

めて新しく生え変わる永久歯だけでも、何とかむし歯

にならないように、よい歯を持てる子にしてやりたい

と訴えた 。

その時職員の間からすかさず出たことばは、 「肝油

ドロ ップがいいじやないですか」

ということであ っ・た。

妊娠中胎児のために「肝油ドロ ップ」を服用した、

おかげで赤ちゃんは丈夫だし歯なみもきれいだという 。

子どもに毎日日課にして食ぺさせているためか、か

ぜらしいものもひかない、などとその効果を発表する

ものがでてきた。

団地っ子は、見かけは元気そうに見えるが、芯がな

い。ちょ っとしたことでも欠席する 。かぜで休むも の

も多い。これも何とかしなくてはと話し合いの問題に

なった。

この冬の休みの間に勉強と体育に耐えられる体をつ

くるため、健康な歯づくりの一つとしてとねらいを一

つ加えて、肝油ドロ ップの服用をすすめたものである 。

短期間の服用で効果があらわれるとは期待していな

いが、長期にわたり家庭と連携しながら健康な体づく

りに努めたいと思う 。
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＜児童作文〉

わが家の

けんこうづくり

愛媛県周桑郡丹原町立田 野小学校

四年永井純子

あれは三年生のときでした。

r純子さん勉強をい っ しょう けんめいしよるのはいい

が、も っと運動をせなふとらんよ 。何でも食ぺよるか

ね。からだが一番よ QI

と先生に言われました。 わたしは組で身長も体璽も

一番ぴりのチピ ッコで友だちからも「チピち ゃん」と

よく言われます。

その日の夕食の時先生の言われたことを父や母に話

したことがきっかけで、わが家のけんこうづ〈りがは

じまったのです。家のみんなが相談して、日課表を作

ることになりま した。

朝起きてから夜ねるまでにしなければいけないこと

を決めたのです。決まりの中には朝ばん歯みがきをす

る。勉強はつ〈えできちんとする 。テレピを見るき ょ

りは 3メートルはなれる 。30分見ると 5分休むのです。

朝は 6時に起き、夜は 9時にはとこについてねるなど

です。そのはかわたしたちの生活に必要な小さなこと

も決めてあります。母がわたしと弟の反省表作ってか

ペには ってく れました 。夕食の時一 日のできごとをみ

んなで楽し〈話しあ ったあとで守れていたらまるをつ

けるのです。

弟は保育園に行っています。弟は守れていると喜ん

でまるをつけます 。弟の方がわた しよりよ〈守れると

きなどそれはそれは大喜ぴです。

「ねえ ちゃんぼ〈の方が勝ったぞ、どんなもんだJ

そんなと ・きは、ちょ っとざんねんですが、はじめは

よくわすれていたので しかたありませんでした。

夕食の時は、かわ ったおもしろい話しがよく出てき

ます。この間の夜など大わらいをしました 。

それは母が婦人会に行って習 ってきた体そうをみん

なでしていると弟が、

「へ んな体そ うd

とい ったからです。父 もわたしもみんなでおなかをお

さえてわ らいまし た。

「けんこ うのためにはいいんよ 。学校や保{J'圏でも体

そうをする じゃろう J
父が弟に 言っ てきかせました。次の日の夕食の時急に

たって

rおいちに 、おいちにがいいんだよd

みんながぴっく りして顔を見合わせました。

弟はと〈いそうな顔で

「ひい君は鉗朝マラソンをしていると おもやのじい ち

ゃんが言いよったd

弟が「おいちに」とい ったのはそ のマラソンのこと

だったの です。

父が、

「それはいいことじゃ、うちでもやるか。 でも学校の

ある日はむり じゃ けん冬休みにな ったらやろう d

と言いました。けんこ うのためにはしたらいい ことが

た くさ んありま ず。一 日の反省表を見るたぴにおとう

さんがいつも口ぐせのように言います。

rきょうも大きなまるがついている 。かけるがだいぷ

んへってきた ねd

わたし．が弟より守れていない時はかならず「ねえち

ゃんか っちゃんに負けてはずかしいのう、がんばらな

〈ちゃあd

その時の弟の顔はとてもじ まんそ うにして いるのでみ

んなが大わ らいなのです。わた しも、 「がん ばらな く

ちやあdと思います。

日課表や反省表、夕食後の30分の話し合いなど決め

てから一年半あまりになります。

今では反省表には、わた しも弟もまるがほとんどつ

いています。 よ くかぜを ひきよ ったわたしもことしは

まだかぜもひきません。

このようにわたし の家では決まりを守 ってこれから

もi1J日のけんこうづくりを続けていき ます。
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